
●
5
月
20
日
　�

東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
新
旧
役
員

引
継
ぎ
会　
　

於　

広
尾
祥
雲
寺

●
5
月
25
日
　
全
仏
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

●
5
月
9
日
　
本
多
家
葬
儀

当
山
世
話
人
本
多
保
幸
氏
尊
父
和
彦
氏

（
静
壽
院
法
松
日
和
居
士
）
は
5
月
9

日
、
享
年
99
才
に
て
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
通
夜
葬
儀
は
11
、
12
日
、
当
山
本

堂
に
て
営
ま
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

●
6
月
2
日
　
お
盆
棚
経
会

	
�

棚
経
期
間
中
、
訪
問
す
る
僧
侶
9
名
に

よ
る
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
6
月
10
日
　
全
仏
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

	

当
住
上
人
全
仏
理
事
よ
り
監
事
へ

●
6
月
15
日
　
中
村
美
希
展　

	
�

髙
島
屋
日
本
橋
の
中
村
美
希
展
を
、
当

住
上
人
が
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。
当
展
は

本
年
１
月
22
日
〜
６
月
16
日
ま
で
各
地

で
開
催
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
一
部
日
程
変

更
や
高
島
屋
横
浜
展
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
。　

（
写
真
＝
「
蓮
の
花
」
）

●
7
月
1
日
～
15
日	

棚
経

●
7
月
16
日
　
孟
蘭
盆
会
法
要
お
施
餓
鬼

�

午
前
11
時
、
新
盆
法
要
、
午
後
2
時
か

ら
盂
蘭
盆
お
施
餓
鬼
法
要
に
1
5
0
余

名
の
檀
信
徒
が
ご
参
拝
・
ご
焼
香
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

●
8
月
7
日
　
立
正
院
矢
吹
泰
英
上
人
遷
化

福
島
市
立
正
院
第
二
世
・
矢
吹
泰
英
上

人
（
照
隆
院
日
意
上
人
）
法
壽
95
歳
に

て
遷
化
さ
れ
ま
し
た
。
葬
儀
は
同
月
29

日
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
（
次
号
詳
報
）

●
8
月
12
日
　
本
唱
寺
開
基
三
浦
日
脩
上
人
遷
化

	
�

大
阪
池
田
市
本
唱
寺
開
基
三
浦
日
脩
上

人
（
本
國
土
院
日
脩
上
人
・
元
興
学
林

長
・
元
教
学
部
長
・
宗
門
史
編
纂
委
員

長
）
が
法
壽
84
歳
に
て
遷
化
さ
れ
ま
し

た
。
同
月
16
日
通
夜
式
に
当
住
上
人
参

列
焼
香
い
た
し
ま
し
た
。

●
8
月
15
日
　
松
永
宏
之
総
代
逝
去

松
永
宏
之
総
代
が
84
歳
に
て
逝
去
さ
れ

ま
し
た
（
秀
徳
院
智
顕
日
宏
居
士
）
。

同
月
18
、
19
日
当
山
に
て
通
夜
葬
儀
が

奉
修
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

●
8
月
15
日
　
終
戦
法
要
　
大
坪
顕
孝
師
奉
修

　日蓮聖人の教えの特徴は、「あの世」ではなく「この世」
にあることは前号で触れましたが、そのことについて、「立
正安国論」諌暁の背景から、今少し考えてみたいと思います。
　正嘉元年（1257）に鎌倉を襲った大地震は、崖崩れや家屋
の倒壊など甚大な被害を齎

もたら

せました。翌年には、真冬のよう
な冷夏や暴風雨が各地を襲い、こうした度重なる災害や大飢
饉、疫病の流行により多くの人が亡くなりました。牛馬はい
たる所に斃れ、路傍には骸骨が山積された地獄のような在り
様に、人々は死後の幸福に救いを求める教えに傾倒し、それ
までの仏教が極端に軽視されていました。
　こうした民衆の苦悩を目の当たりにされた日蓮聖人は、民
衆を救う道を求めて多くの経典を精読され、人々が「実乗の
一善（仏の道を行く真実の乗り物、唯一の善い教え〈法華経〉）」
に帰することこそが、この世の苦しみから民衆を救う唯一の
道であることを確信され、「立正安国論」を著し、数多の迫
害を受けながらも生涯を法華経の弘通に捧げられたのです。
　このように、日蓮聖人の御心は、「民衆を苦しみや悲しみ
から救わんとする慈悲の心」がその根本でありましょう。
　近年、地球規模の気候変動に起因し頻発する風水害、放射
能汚染や新型コロナウイルスという目に見えないものへの
恐怖、どれも避けがたい現実ではありますが、日蓮聖人が示
された理念、教えを我々が正しく理解し行動することによっ
て、こうした現実を少しでも良い方向に導くことができるも
のと思います。
　政治や社会の在り方を批判することは容易なことかもし
れませんが、先ずは、一人ひとりが自らの在り様を顧みて、
自他ともにより良き方向に向かうべく、襟を正す時が来てい
ると強く思うところであります。

　

今
年
も
7
月
1
日
か
ら
15
日
ま
で
、
多
く
の
お
檀
家
の
御
自
宅
へ
お
盆
の
棚
た
な
ぎ
ょ
う経

へ
、
住
職
を
含
め
９
名

の
僧
侶
で
ご
回
向
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
お
檀
家
の
皆
様
に
は
温
か
く
僧
侶
を
お
迎

え
く
だ
さ
り
誠
に
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。
年
に
一
度
、
皆
様
と
一
緒
に
ご
先
祖
さ
ま
の
ご
回
向
が
出
来

ま
す
こ
と
、
大
切
な
絆
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
盆
は
、私
た
ち
に
も
っ
と
も
親
し
み
や
す
い
仏
教
行
事
の
一
つ
で
す
。お
盆
の
こ
と
を
盂う
ら
ぼ
ん

蘭
盆
と
い
い
、

正
し
く
は
梵
語
で
「
ウ
ラ
ン
バ
ー
ナ
」
と
訳
し
、
故
人
の
方
々
が
「
倒と
う
け
ん懸
」
さ
か
さ
ま
に
つ
る
さ
れ
た
苦

し
み
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
苦
し
み
を
取
り
の
ぞ
く
供
養
が
お
盆
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

棚
経
の
棚
は
、
盆
棚
、
精
霊
棚
の
棚
か
ら
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
ご
先
祖
さ
ま
を
お
迎
え
し
、
お
経
を

読
む
こ
と
で
祖
先
の
霊
を
家
族
皆
で
敬
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

お
盆
の
起
源
は
、
お
釈
迦
さ
ま
の
弟
子
目も
く
れ
ん連
尊
者
が
、
餓が
き
ど
う

鬼
道
に
落
ち
て
苦
し
む
母
親
を
救
お
う
と
し
、

お
釈
迦
さ
ま
の
教
え
に
従
い
7
月
15
日
に
百ひ
ゃ
く
み味

の
飲お
ん
じ
き食

を
盆
に
盛
り
、
修
行
を
終
え
た
僧
た
ち
に
供
養
し

た
と
こ
ろ
、そ
の
僧
た
ち
の
大
き
な
功く
ど
く徳
に
よ
っ
て
母
親
を
救
う
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
説
話（
目
連
救
母
）

に
基
づ
く
も
の
で
す
。
こ
の
故
事
に
よ
っ
て
、
7
月
15
日
の
盆
供
養
は
現
在
の
父
母
の
み
な
ら
ず
前
後
七

代
の
父
母
を
も
救
う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

8
月
の
旧
盆
に
も
東
京
近
郊
の
お
檀
家
へ
ご
回
向
に
出
向
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
棚
経
を
通
じ

お
檀
家
皆
と
の
接
点
を
深
め
、
正
し
い
信
仰
の
道
へ
ご
一
緒
に
進
め
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　
　
　

�

（
当
住
徒
弟　

園
田
顕
敦
）

お盆の棚経

連載「無縁社会と寺縁」は前号をもちまし
て終了しました。今号より当山弟子と職員
による「リレーコラム」をお送りします。

42No.

妙 寿 寺 の 心 の テ ラ ス に 集 う

季刊『寺楽寿』は東京都世田谷区北烏山の法華宗（本門流）
本覺山妙壽寺が発行する寺報です。

檀信徒の皆さまをはじめ、妙壽寺にご縁のある皆さまに
広くお読みいただければ幸いです。

当山先々代三吉日照上人の提唱による
当山スローガンです
揮毫＝大本山本興寺御閑士大平日晋上人

本覺山　妙壽寺　〈法華宗（本門流）〉 
〒157－0061　東京都世田谷区北烏山 5－15－1
電話 03－3308－1251　FAX.03－3308－7427
ホームページ　http://myojyuji.or.jp令和２年 9月 1日発行

9 月 12 日　勉強会「日蓮紀行」拝読 ７

10 月 10 日　勉強会「日蓮紀行」拝読 8

11 月 21 日　勉強会「日蓮紀行」拝読 9

12 月 12 日　三千遍唱題会・勉強会「日蓮紀行」拝読 10

1 月 9 日　初題目・勉強会「日蓮紀行」拝読 11

2 月 ３ 日　節分会追儺式（豆まき）

3 月 13 日　勉強会「日蓮紀行」拝読 12

　当山では、毎月第2土曜日午後2時より月例
講正隆会を開催しております。仏教や法華経に
ついての勉強会や写経会、またウォーキング課
外活動を行っています。檀信徒、ご友人どなた
でも参加できます。例会では、毎回1時半より
正隆廟墓前法要を奉修しております。午後 2 時開催

法要のご案内（別紙参照）

秋季彼岸会中日法要

宗祖第七三九遠御忌御
お

会
え

式
しき

今だから日蓮聖人〈その２〉

玉蟲と蓮の花
7 月 19 日、当山職員の西澤國光が境内で捕獲した玉蟲。境内にはこの他に多くの昆虫
類が生息しています。玉蟲厨子（たまむしのずし）は、奈良市法隆寺が所蔵する飛鳥時
代（7 世紀）の仏教工芸品で、教科書にも載っています。装飾に玉蟲の羽を使用してい
ることから名づけられ、国宝に指定されています。尚、「厨子」とは、仏像などの礼拝対
象を納めて屋内に安置する、屋根付きの工作物です。

9月22日（火・祝）
初座：午前 11時　　第二座：午後 2 時

11月3日（火・祝）
午後  2 時　　

No.2リレーコラム

新型コロナウイルス感染の拡大防止策を寺内に施した
上、奉修いたします。 て

ら
に
っ
き

寺
日
記

◆
妙
壽
寺
客
殿
保
存
会

　
「
妙
壽
寺
客
殿
」
は
、
平
成
20
年
に
世
田
谷
区
指
定

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
区
と
と
も
に
次
代

に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
は
、
客
殿
を
使
い
続
け
、
適

切
な
維
持
管
理
が
必
要
で
す
。

　

一
口 

１
０
、0
0
0
円
、
ご
寄
付
は
何
口
で
も
お
受

け
付
け
い
た
し
ま
す
。

◆
当
山
　
外
塀
修
復

  

7
月
16
日
の
お
盆
法
要
に
間
に

合
う
よ
う
、
寺
町
通
り
側
駐
車
場

と
第
2
駐
車
場
の
間
、
約
35
メ
ー

ト
ル
の
笠
石
と
一
段
目
の
大
谷
石

を
撤
去
し
、
新
た
に
軽
量
ア
ル
ミ

を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
震
時
の
塀
の
倒
壊
の
対

応
で
す
が
、ご
賛
同
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、ご
志
納
（
金

額
は
ご
自
由
で
す
）
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
僧
侶
衣え

帯た
い

　

当
山
弟
子
職
員
の
夏
冬
の
衣え

帯た
い

、
所
持
の
仏
具
な
ど
の

ご
寄
進
の
お
志
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

《
お
布
施
と
は
》

お
布
施
に
は
、
3
つ
の
布
施
が
あ
り
三
施
と
い
い
ま
す
。

一
、法ほ

う

施せ

と
は
、
お
経
を
読
み
、
教
え
を
弘
め
る
こ
と
。

二
、
身し

ん

施せ

と
は
、
身
で
施
す
。
寺
院
・
僧
侶
の
役
に
立
つ
。

三
、
財ざ

い

施せ

と
は
、
金
銭
や
衣
服
食
料
な
ど
の
財
を
施
す
こ
と
。

参加費：︎500 円（御写経御手本・半紙・美味しいもの）
＊御写経御手本・半紙・書道具筆ペンはご用意いたしております。

猿江別院御写経会

第17回 10月 2 日(金)

第18回 12月 4 日(金)

第19回  1 月14日(木)

第20回  4 月 8 日(木)

次の日程で、すべて午後1時より
午後7時まで開催。

令和 2 年 11 月 7 日（土）
於　妙壽寺本堂
開演 13：30（開場13時）

鵠
沼
・
晴
明
庵

　

7
月
23
日
　
孟
蘭
盆
会
法
要
お
施
餓
鬼

　

 

梅つ
ゆ
く
も
り

雨
曇
の
中
、
午
前
11
時
よ
り
宗
務
院
書
記
・

渡
部
憲
亮
上
人
の
法
話
に
続
き
、
午
後
1
時

か
ら
20
余
名
の
参
拝
に
よ
り
盂
蘭
盆
会
法
要
・

唱
題
行
が
修
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

◇ 

8
月
20
日
に
予
定
の
恒
例
伊
豆
伊
東
海
施

餓
鬼
法
要
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

桑
港
・
日
蓮
教
会　

　

 

年
内
の
諸
行
事
お
よ
び
文
化
教
室
は
、
す
べ
て

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

猿
江
・
猿
江
別
院
　

　
6
月
5
日
・
8
月
7
日
　
写
経
会
開
催

当住上人
の

宗務院宗務院 diarydiary

5/11　監査に同席
5/18　久野部長、平田部長と	
	 の三者協議
5/13*、29　	
6/12、25、26		

内局会議

5/29、6/25　責任役員会議

5/17　議員運営委員会
5/18-19　宗会
5/25-26　所長会
＊�富山市信行寺（二瓶宗務総長
ご自坊）開催のため、当住上人
オンラインで参加�

正隆会秋のウォーク　中止のご案内

10 月 10 日に予定されておりました
恒例の「正隆会 秋のウォーク」は中止いたします。

一之輔落語
×

竹灯籠能「石橋」

＊詳細およびチケットお申し込みは、ホームページ（上記
右上のQRコード）でご確認ください。また、当山は、
新型コロナウイルス感染予防対策を行っております。
	 ご来山の皆さまは併せて注意事項をご覧ください。

ご
寄
進
の
お
願
い

檀
信
徒
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
！

一ノ輔独演会	 春風亭一之輔
竹灯籠能「石橋」	 浅見慈一

令和 3年は
宗祖御聖誕

800年800年



住
職　

川
島
様
、
本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
当

山
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
先
般
も
ご
挨
拶
に
お
見
え
に
な
ら
れ
、

本
当
に
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
川
島
正
次

郎
先
生
の
お
話
を
お
聞
か
せ
願
え
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
私
も
子
供
の
頃
か
ら
川
島
先
生
の
こ
と
は
い

ろ
い
ろ
な
形
で
お
伺
い
し
て
お
り
ま
す
。
延
期
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
本
来
な
ら
ば
今
年
は

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
そ
れ
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
に
大
河
ド

ラ
マ「
い
だ
て
ん
」で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
の

物
語
を
放
映
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
浅
野
忠
信
さ
ん

が
演
じ
る
川
島
先
生
が
登
場
し
て
話
題
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
改
め
て
川
島
先
生
の
お
話
を
お
伺
い

す
る
の
が
タ
イ
ム
リ
か
と
思
い
、
身
近
で
あ
ら
れ
た

一
雄
様
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
願
い
し
た
次
第
で
す
。

　

今
、
私
た
ち
よ
り
ち
ょ
っ
と
上
の
世
代
ぐ
ら
い

ま
で
は
、
当
時
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
臣
だ
っ
た
川

島
先
生
を
知
っ
て
い
ま
す
が
、
今
の
若
い
方
た
ち

は
多
分
知
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
名
言
「
政
界
一

寸
先
は
闇
」
は
有
名
で
す
が
、
最
初
に
言
っ
た
の

は
た
し
か
川
島
先
生
で
し
た
ね
。

川
島　

え
え
、
そ
う
で
す
。
先
生
は
新
聞
記
者
に

質
問
を
受
け
て
、
そ
れ
に
答
え
る
言
葉
と
し
て
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
流
れ
流
れ
て
、
現
在
は
い
ろ

い
ろ
な
業
界
で
「
一
寸
先
は
闇
」
と
使
わ
れ
て
い

ま
す
ね
。

東
京
市
長
・
後
藤
新
平
と
の
出
会
い

住
職　

各
界
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
川
島
先
生
と
の

想
い
出
を
綴
っ
た
追
想
集
『
川
島
正
次
郎
』
を

読
ん
で
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
特
に
最

後
の
部
分
で
、
編
集
委
員
の
方
々
が
先
生
の
業

績
を
か
な
り
詳
細
に
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ

の
中
で
、
関
東
大
震
災
前
後
の
東
京
の
復
興
な

ど
で
絶
対
に
外
せ
な
い
の
が
東
京
市
長
・
後
藤

新
平
さ
ん
と
川
島
先
生
は
、
実
は
深
い
ご
縁
が

あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
藤
さ
ん

が
何
週
間
か
の
ア
メ
リ
カ
の
視
察
に
行
く
と
い

う
と
き
に
、
川
島
先
生
が
私
も
行
き
た
い
と
直

訴
し
た
と
。
君
は
若
い
か
ら
そ
ん
な
こ
と
に
つ

い
て
く
る
の
で
は
な
く
、
君
は
君
で
長
く
行
っ

て
こ
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
後
に
後
藤
さ
ん

の
支
援
を
受
け
て
渡
米
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

す
。
こ
の
よ
う
に
、
後
藤
さ
ん
に
か
わ
い
が
ら

れ
た
と
い
う
の
は
す
ご
い
こ
と
だ
な
と
。
先
々

代
日
照
上
人
と
ア
メ
リ
カ
と
の
往
復
書
簡
の
や

り
と
り
を
し
た
と
『
追
想　

三
吉
日
照
上
人
』

（
4
7
3
頁
参
照
）
に
あ
り
ま
す
。
当
時
大
正

８
年
、
日
蓮
主
義
と
い
い
ま
し
て
、
日
蓮
聖
人

の
教
え
に
基
づ
き
、
国
を
よ
く
し
て
い
こ
う
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
田
中
智
学

（
日
蓮
宗
系
の
在
家
仏
教
運
動
者
）
等
が
お
ら
れ

ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
こ
と
も
触
れ
、
川
島
先

生
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
非
常
に
時
代
背
景

が
出
て
い
ま
す
。
28
歳
と
29
歳
の
、
熱
い
友
情

で
す
ね
。

　

川
島
先
生
の
追
想
集
に
は
い
ろ
い
ろ
な
方
が

思
い
出
を
語
っ
て
お
り
ま
す
が
、
先
生
が
大
変

な
歴
史
を
背
負
わ
れ
て
徐
々
に
政
界
の
重
鎮
に

な
る
過
程
で
、
後
藤
新
平
さ
ん
と
の
関
係
を
知

り
、
私
は
非
常
に
感
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
、
伊
東
深
水
先
生
の
事
績
を
調
べ
て
い

ま
す
が
、
平
成
29
年
に
猿
江
別
院
が
建
立
完
成

し
た
際
に
、
川
島
正
次
郎
・
内
田
祥
三
・
伊
東

深
水
の
お
三
方
を
日
照
上
人
の
ご
友
人
と
し
て

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
と
き
に
本
当
に
あ
り
が
た
く
も
、
川
島
家
か

ら
は
、
後
年
名
誉
会
長
を
務
め
る
江
戸
消
防
記

念
会
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
「
纏
ま
と
い

」
を
お
寺
に
ご
寄

進
い
た
だ
い
て
、
ず
っ
と
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

そ
の
お
三
方
を
挙
げ
た
中
で
、
私
ど
も
宗
派
の

事
務
局
の
芹
澤
寛
隆
師
に
調
べ
て
も
ら
っ
た
と

こ
ろ
、
東
大
の
建
築
構
造
学
者
で
震
災
後
の
東

京
復
興
の
都
市
計
画
を
主
導
し
た
佐
野
利と

し
た
か器

教

授
の
弟
子
が
妙
壽
寺
檀
家
の
内
田
祥よ

し
か
ず三
先
生
だ

と
。
多
分
内
田
先
生
と
後
藤
新
平
さ
ん
も
つ
な

が
り
が
あ
り
、
日
照
上
人
が
そ
の
知
り
合
い
で

す
。
そ
う
す
る
と
、
深
川
か
ら
烏
山
へ
越
し
て

く
る
と
き
に
、
今
の
世
田
谷
区
の
文
化
財
に

な
っ
た
鍋
島
客
殿
が
麻
布
狸
穴
か
ら
移
築
す
る

際
に
、
内
田
祥
三
先
生
、
後
藤
新
平
さ
ん
、
川

島
先
生
が
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い

う
人
間
関
係
の
中
で
鍋
島
客
殿
を
妙
壽
寺
が
譲

り
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で

す
。
鍋
島
家
の
客
殿
は
4
棟
建
っ
て
お
り
、
最

近
分
か
っ
た
の
は
、
そ
の
う
ち
の
3
つ
は
文
京

区
音
羽
の
真
言
宗
豊
山
派
護
国
寺
さ
ん
に
移
築

さ
れ
た
そ
う
で
す
。
遡
る
と
川
島
先
生
、
内

田
先
生
、
そ
こ
に
後
藤
新
平
さ
ん
が
お
ら
れ
る
。

震
災
後
の
復
興
事
業
も
関
連
し
て
い
る
な
と
。

後
藤
さ
ん
は
、
そ
の
頃
は
東
京
市
の
市
長
に
就

い
て
い
た
そ
う
で
す
。

川
島　

私
も
小
さ
か
っ
た
と
き
聞
い
て
い
ま
す

が
、
後
藤
さ
ん
は
請
わ
れ
て
市
長
に
抜
擢
さ
れ

た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
ま
だ
い
ろ
い

ろ
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
何
か
と
い

う
と
、
椎
名
悦
三
郎
（
元
衆
議
院
議
員
・
通
産

大
臣
・
外
務
大
臣
等
を
歴
任
）
さ
ん
と
い
う
方

が
お
ら
れ
ま
す
ね
。

住
職　

私
ど
も
が
知
っ
て
い
る
の
は
、
三
木
武

夫
首
相
が
誕
生
す
る
と
き
の
椎
名
裁
定
が
有
名

で
す
。

川
島　

は
い
。
そ
れ
で
、
私
ど
も
川
島
の
後
の

副
総
裁
を
、
同
じ
派
閥
の
中
で
佐
藤
総
理
が
椎

名
先
生
を
選
ん
で
、
そ
の
後
ず
っ
と
三
木
派
と

の
関
係
が
続
き
ま
す
が
、
そ
の
椎
名
さ
ん
は
後

藤
新
平
さ
ん
の
縁
続
き
な
ん
で
す
。

政
界
の
重
鎮
へ

住
職　

追
想
集
を
読
ん
で
い
て
、
す
ば
ら
し
い

な
と
思
い
つ
つ
、
ち
ょ
っ
と
勉
強
不
足
で
存
じ

上
げ
な
か
っ
た
の
は
、
岸
内
閣
の
と
き
に
幹
事

長
を
さ
れ
、
そ
の
岸
先
生
の
川
島
先
生
に
対
す

る
評
価
が
高
く
、
私
は
そ
の
岸
先
生
の
文
章
は
、

す
ご
い
名
文
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

名
前
を
出
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
金
丸
信
先

生
は
「
足
し
て
２
で
割
る
政
治
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
が
、
岸
先
生
は
、「
川
島
先
生
も
そ
う

い
う
ふ
う
に
見
ら
れ
が
ち
だ
け
れ
ど
も
、
川
島

先
生
の
場
合
は
そ
こ
に
一
本
筋
が
通
っ
て
い
る
。

周
り
か
ら
見
る
と
足
し
て
２
で
割
る
よ
う
に
見

え
る
け
れ
ど
も
、
筋
が
ぶ
れ
な
い
か
ら
後
で
大

変
高
い
評
価
を
受
け
る
政
治
手
法
な
の
だ
」
と

書
い
て
い
ま
す
。
私
は
、
本
当
に
岸
先
生
も
す

ご
い
方
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
の
安
倍
首
相
の

お
じ
い
様
で
す
か
ら
ね
。

　

今
は
廃
業
し
ま
し
た
が
、
箱
根
の
旅
館
「
奈

良
屋
」
は
川
島
先
生
が
常
宿
に
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
一
雄
様
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ご
遺
品
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
奈
良
屋
さ
ん
は
当
時
岸
内

閣
の
、
あ
る
種
、
政
治
の
舞
台
で
あ
り
、
そ
こ

で
内
閣
が
組
閣
さ
れ
た
り
し
た
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
ね
。

川
島　

は
い
。
今
で
い
い
ま
す
と
内
閣
改
造
と

い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
内
閣
が
で
き
る
に
当
た
っ

て
は
、
ほ
と
ん
ど
は
総
理
官
邸
の
中
で
す
ね
。
そ

れ
で
、
総
理
官
邸
の
前
に
報
道
の
テ
ン
ト
村
と
い

う
の
が
で
き
て
、
記
者
た
ち
に
何
々
大
臣
は
こ
う

だ
と
い
う
情
報
が
流
れ
て
、
そ
れ
を
全
国
に
配
信

し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
岸
内
閣
の
と
き
に
一
度

だ
け
、
過
去
に
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
内
閣
改
造

を
官
邸
の
外
で
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
、
そ
の
場
所

が
箱
根
の
奈
良
屋
だ
っ
た
ん
で
す
。
岸
先
生
も
非

常
に
奈
良
屋
が
気
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

住
職　

自
由
民
主
党
の
結
成
と
55
年
体
制
の
確

立
の
と
き
で
す
が
、
川
島
先
生
は
表
に
は
出
な

い
け
れ
ど
も
陰
で
大
変
尽
力
を
さ
れ
た
と
。
い

わ
ゆ
る
中
選
挙
区
制
と
い
う
中
で
中
間
派
閥
と

し
て
の
川
島
派
を
率
い
ら
れ
た
。
川
島
派
に
は
、

生
家
が
富
山
県
砺
波
で
代
々
宮
司
を
務
め
て
お

り
ご
自
身
も
神
職
で
あ
る
綿
貫
民
輔
先
生
、
よ

ど
号
事
件
の
「
男
・
山
村
新
治
郎
」
の
山
村
先

生
が
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。

川
島　

山
村
先
生
は
、
旧
家
の
先
代
が
亡
く
な

り
名
前
と
共
に
跡
を
継
が
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

私
ど
も
も
選
挙
に
は
絶
対
落
と
し
て
は
い
け
な

い
と
か
な
り
力
を
入
れ
ま
し
た
。

住
職　

椎
名
悦
三
郎
先
生
、
赤
城
宗
徳
先
生
も

そ
う
で
す
ね
。

川
島　

赤
城
先
生
も
椎
名
先
生
も
戦
前
か
ら
ご
一

緒
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
流
れ
で
自

分
た
ち
の
派
閥
を
組
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

そ
れ
で
、
あ
の
「
バ
カ
ヤ
ロ
ー
解
散
」
と
い
う
の

は
吉
田
茂
さ
ん
、「
灰
皿
事
件
」
は
、
灰
皿
を
会

議
中
か
何
か
に
投
げ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
篠
田
弘

作
先
生
。北
海
道
出
身
で
、前
職
は
新
聞
記
者
だ
っ

た
そ
う
で
す
が
、
ず
っ
と
選
挙
に
は
強
く
、
そ
の

先
生
も
ご
一
緒
な
ん
で
す
よ
ね
。
派
閥
と
し
て
は

20
人
前
後
が
い
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
よ
く
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
い
て
内
閣
改
造
の

と
き
は
大
臣
ポ
ス
ト
を
必
ず
２
つ
は
取
っ
て
こ
ら

れ
る
。
後
か
ら
思
う
ん
で
す
が
、
す
ご
い
こ
と
な

ん
だ
ろ
う
と
。
ほ
か
の
大
き
な
派
閥
は
、
本
当
に

欲
し
が
っ
て
も
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
い
。
ど
う

い
う
ポ
ス
ト
に
し
て
も
、
閣
僚
ポ
ス
ト
か
ど
う
か

は
別
に
し
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
必
ず
２
人
は
入
っ
て

い
る
。
そ
れ
も
重
要
ポ
ス
ト
に
、
閣
僚
に
入
っ
て

い
て
、
な
お
か
つ
自
分
は
副
総
裁
な
り
幹
事
長
で

い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、
都
合
３
つ

あ
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
、
幹
事
長
を
務
め
て
い

た
頃
に
は
、
赤
城
先
生
を
自
民
党
の
別
の
ポ
ス
ト

に
置
い
た
り
、
椎
名
先
生
を
一
緒
に
入
れ
た
り
、

常
に
そ
う
い
う
こ
と
だ
け
は
気
を
遣
っ
て
お
ら
れ

た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
父
の
柳
原
謙
次
郎
の
故
郷
は
長
野

県
下
伊
那
郡
清
内
路
村
（
現
在
は
合
併
し
て
阿

智
村
）
で
す
が
、
そ
こ
に
は
「
川
島
公
園
」
が

あ
り
ま
す
。
国
道
2
5
6
号
の
生
み
の
親
で
あ

る
川
島
先
生
を
敬
慕
す
る
人
た
ち
が
奉
賛
会
を

結
成
し
て
、
三
回
忌
を
迎
え
た
昭
和
47
年
に
公

園
と
胸
像
を
建
立
し
て
い
ま
す
。

教
育
者
、
文
化
人
と
し
て

住
職　

先
生
は
ち
ゃ
き
ち
ゃ
き
の
江
戸
っ
子
気

質
で
、
非
常
に
好
男
子
。
少
年
時
代
は
歌
舞
伎

役
者
に
し
た
い
と
い
う
話
も
あ
り
、
当
時
の
芸

者
衆
に
も
か
わ
い
が
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
後
に
日
照
上
人
と
は
早
逝
し
た
奥
様
（
幸

夫
人
）
を
介
し
て
の
ご
縁
で
知
り
合
わ
れ
た
と
。

政
界
で
の
ご
活
躍
で
は
、
千
葉
県
政
界
の
重
鎮

で
あ
ら
れ
、
葬
儀
の
折
に
は
先
代
の
団
十
郎
さ

ん
や
、
成
田
山
新
勝
寺
の
ご
貫
首
が
ご
挨
拶
に

見
え
た
り
、
や
は
り
選
挙
区
を
大
事
に
さ
れ
て

い
た
の
で
す
ね
。

川
島　

そ
う
で
す
。
よ
く
人
の
つ
て
で
お
話
が

あ
る
の
は
、
専
修
大
学
は
総
長
、
千
葉
工
業
大

学
は
理
事
長
を
務
め
ら
れ
、
そ
の
２
つ
の
大
学

を
何
か
と
お
世
話
し
て
い
ま
し
た
。
関
係
者
は
、

専
修
大
学
出
身
の
こ
と
だ
か
ら
と
言
い
ま
す
が
、

ご
本
人
は
あ
く
ま
で
も
政
治
家
だ
と
。
立
場
は

ど
う
あ
ろ
う
と
自
分
の
基
は
自
民
党
の
代
議
士

だ
と
い
う
考
え
で
す
。

住
職　

私
、
記
憶
の
片
隅
に
あ
る
の
で
す
が
、

今
の
日
本
航
空
の
設
立
、
あ
る
い
は
成
田
空
港

の
建
設
の
誘
致
と
い
う
の
は
、
や
は
り
先
生
も

関
連
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
か
。

川
島　

は
い
、
手
伝
っ
て
は
い
た
と
思
い
ま
す
。

成
田
の
飛
行
場
は
、
こ
れ
は
も
う
当
時
場
所
を

選
定
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
成
田

に
し
よ
う
か
、
そ
れ
と
も
東
京
湾
の
先
を
埋
め

立
て
て
と
か
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

表
立
っ
て
自
分
が
ど
う
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
そ
れ
な
り
の
ア
ド

バ
イ
ス
と
い
う
ん
で
し
ょ
う
か
、
相
談
は
受
け

て
い
た
よ
う
で
す
ね
。

住
職　

お
小
さ
い
頃
か
ら
文
化
的
な
こ
と
に
は

い
ろ
い
ろ
関
連
さ
れ
て
い
る
中
で
、
歌
舞
伎
に

詳
し
か
っ
た
と
か
い
う
お
話
も
伺
っ
て
い
ま
す
。

あ
と
は
消
防
の
火
消
し
。
そ
う
い
う
文
化
的
な

こ
と
は
ほ
か
に
何
か
ご
ざ
い
ま
す
か
。

川
島　

あ
と
は
、
日
本
武
道
館
が
創
建
さ
れ
た

と
き
に
初
代
館
長
を
務
め
ま
し
た
。
日
本
の
武

道
を
育
て
る
、
ま
た
、
若
い
人
た
ち
の
鍛
練
の

場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
引
き
受
け
ら
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
先
生
は
い
ろ
い
ろ
な
面
に

で
き
る
限
り
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
い
う
お
気

持
ち
が
あ
り
、
頼
ま
れ
る
と
嫌
と
言
え
な
い
性

格
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

�

（
次
号
へ
つ
づ
く
）

宗
祖
聖
誕
8
0
0
年
記
念
・
本
堂
落
慶
35
周
年
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

聞
き
手 

三
吉
廣
明
上
人
　
6
月
2
日（
火
）　
於
・
妙
壽
寺
（
東
祥
苑
・
持
仏
の
間
）

川
島 

一
雄 

氏 

（
公
益
社
団
法
人
中
村
積
善
会
評
議
員
）

川
島
正
次
郎
先
生
の
在
り
し
日
の
想
い
出
〈
上
〉

昭和天皇・皇后両陛下ご臨席の第 10 回国民体育大会
（神奈川県）に臨む（昭和 30 年）

箱根・奈良屋の庭で岸信介夫妻と談笑（昭和 38 年 8 月）東京オリンピック担当相として施設を視察
（昭和 38 年 7 月）

夢多き大学時代
（専修大学卒業アルバムより 大正 3
年 3 月）

後藤新平男爵から寄せられる

直筆色紙「質実剛健」

三吉廣明上人

川島一雄氏

ジャカルタで開催のアジア・アフリカ会議（AA 会議）10 周年記
念式典に特使として出席。周恩来首相、スカルノ大統領と会談（昭
和 40 年 4 月）


